
東京都公立大学法人

特
許

紹
介

問合せ先：東京都公立大学法人
産学公連携センター

E-mail：ragroup@jmj.tmu.ac.jp

TEL ：042-677-2829

［キーワード］DAC、ダイレクトエアキャプチャー、二酸化炭素、CO2分離回収

どんな発明？

こんなことに使える！
こんな研究室です！

本発明は、新しいCO2吸収放出剤とそ
れを用いたCO2の吸収・放出・回収方法
です。新しいCO2吸収放出剤は、“アミ
ノ基をもつシランカップリング剤”が不
要で、アミノ基を含む基が化学的に結合
している「置換非晶質シリカ」という新
しい化合物です。置換非晶質シリカは、
シリカゲルに代表される「非晶質シリ
カ」中の酸素原子が、他の基で置換され
た構造を持っています。

ゼオライトのようなCO2吸着剤では、
水蒸気のある環境下でCO2の吸着性能が
落ちてしまいますが、本技術では乾燥環
境とほぼ同等の吸着性能を示します。

このCO2吸収放出剤は、400ppm程度以
上の幅広い濃度のCO2を吸収することが
でき、80℃以下でCO2を脱離することが
可能です。また、水蒸気存在下でも性
能が落ちることはないため、大気中の
CO2を直接回収するDirect Air Capture
に適しています。

さらに、既存の吸着剤の構造自由度
を制限する要因であった、“アミノ基
をもつシランカップリング剤”が不要
であるため、目的に応じて吸着剤表面
のアミン化合物を比較的容易に変更す
ることが可能です。

無機化学研究室では、特異な「構
造」が示す新しい「機能」に着目し、
(1)金属酸化物クラスターの合成と塩基
触媒応用(2)金属クラスターの物性・触
媒作用の解明(3)環境調和を目指した新
しい触媒反応系の開発、に取り組んで
います。また、「構造」が示す「機
能」の原理解明には、機能を発揮して
いる際の構造・電子状態の動的挙動を
明らかにする必要があることから、(4)
放射光分光を用いたオペランド計測に
よる機能解明にも取り組んでいます。
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水蒸気存在下DAC条件でCO2回収可能！
置換非晶質シリカを使ったCO2吸収放出剤

▲水蒸気存在下においても、同等のCO2吸着性能

青：乾燥ガス
赤：湿潤ガス

▼様々なアミンを適用し、吸着剤の製造が可能
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